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１
月
1
4
～
1
8
日
の
５
日

間
、
松
田
久
・
岡
山
経
済
同

友
会
代
表
幹
事
一
行
と
ジ
ュ

ネ
ー
ブ
に
あ
る
国
連
人
道
問

題
調
整
事
務
所
（
Ｏ
Ｃ
Ｈ

Ａ
）
、
国
運
難
民
高
等
弁
務

官
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
、

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
、

国
連
国
際
防
災
戦
略
事
務
局

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
）
、
国
際

赤
十
字
社
、
そ
し
て
金
融
機

関
Ｕ
Ｂ
Ｓ
を
訪
問
し
た
。

　
目
的
は
日
本
大
規
模
災
害

時
岡
山
拠
点
構
想
（
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
南
海
ト
ラ
フ
災
害
対
応
フ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
合
む
）

の
紹
介
と
国
連
機
関
と
の
連

携
の
可
能
性
の
調
査
だ
っ

た
。
ど
の
団
体
の
反
応
も
同

じ
だ
っ
た
。
①
3
0
万
人
以
上

の
死
者
が
出
る
大
災
害
の
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
②
３
年

前
か
ら
事
前
準
備
を
し
て
い

る
こ
と
に
感
心
し
た
③
今
後

　　.jSMI･　.一一、
　ﾀﾞ療で

ご

ニ･:‘

I
:･

菅波茂

の
こ
と
に
つ
い
て
協
力
し
た

岡島チい

。
特
に
、
事
前
マ
ッ

－
―
‐

ジュネーブ訪問
●

ｎｌ国連機関

ジュネーブの訪問先で（左から）岡山経済同友会
の松田久代表幹事、ＵＮＩＳＤＲの新垣尚子氏、
筆者

経
済
・
産
業
界
の
役
割
を
重
国
連
機
関
の
回
に
は
密
接
な

要
視
、
国
際
赤
十
字
社
は
日
連
携
が
あ
る
。
な
お
、
資
金

永
支
部
を
通
じ
て
の
協
力
、
無
く
し
て
は
動
け
な
い
。
世

な
ど
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
界
規
模
の
金
融
機
関
で
あ
る

　
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
、
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
、
Ｕ
Ｂ
Ｓ
が
大
規
模
災
害
発
生

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
そ
し
て
国
際
赤
十
時
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
く

字
社
は
災
害
に
よ
る
ダ
メ
ー
れ
る
。
国
内
で
は
既
に
中
国

ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
主
な
役
銀
行
、
高
知
銀
行
、
そ
し
て

割
で
あ
る
。
事
前
復
興
整
備
阿
波
銀
行
が
緊
急
融
資
の
枠

を
目
的
と
す
る
Ｕ
Ｎ
Ｌ
Ｓ
Ｄ
対
応
を
し
て
く
れ
て
い
る
。

Ｒ
の
設
立
に
象
徴
さ
れ
る
よ
　
１
９
９
４
年
か
ら
「
西
の

う
に
国
連
機
関
の
災
害
に
対
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東
の
岡
山
」

す
る
考
え
方
も
大
き
く
変
わ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
国

っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
際
貢
献
Ｎ
Ｇ
（
リ
サ
ミ
ッ
ト
を

1
2
年
間
開
催
し
た
。
外
務
省
、

岡
山
県
、
岡
山
市
、
倉
敷
市

な
ど
が
支
援
。
人
権
に
基
づ

く
国
運
機
関
と
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
集
積
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に

対
応
し
て
、
岡
山
を
相
互
扶

助
に
基
づ
く
世
界
の
口
１
カ

ル
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
集
積
地
に
し
、

世
界
平
和
に
連
携
す
る
仕
組

み
作
り
が
目
的
だ
っ
た
。

　
緊
急
救
援
、
宗
教
、
教
育
、

そ
し
て
環
境
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
立
ち
上
が
り
、
世
界
平

和
を
視
野
に
活
動
中
だ
。
ち

な
み
に
、
松
田
久
氏
は
当
初

か
ら
岡
山
青
年
会
議
所
理
事

長
と
し
て
こ
の
運
動
に
参

加
。
今
回
の
国
連
機
関
訪
問

の
成
果
を
踏
ま
え
て
、
２
０

１
７
年
が
「
西
の
ジ
ュ
ネ
Ｌ

ブ
、
東
の
岡
山
」
構
想
の
具

現
を
強
化
す
る
年
に
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
。

　
0
2
年
に
岡
山
県
は
国
際
貢

献
推
進
条
例
を
制
定
。
更
に

岡
山
市
と
倉
敷
市
が
連
携
し

た
「
西
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
東

の
岡
山
」
推
進
条
例
制
定
に

よ
り
、
構
想
の
継
続
性
が
確

保
で
き
れ
ば
最
高
で
あ
る
。

　
　
「
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
南
海
ト
ラ
フ

災
害
対
応
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
」
は
自
治
体
、
医
療
機
関
、

経
済
団
体
の
連
携
が
基
本
構

造
。
加
え
て
、
国
連
機
関
と

の
連
携
に
は
外
務
省
、
厚

生
労
働
省
、
内
閣
府
な
ど

の
中
央
官
庁
と
の
協
力
が
必

要
に
な
る
。
「
西
の
ジ
ュ
ネ

ー
ブ
、
東
の
岡
山
」
構
想
に

賛
同
さ
れ
る
国
会
議
員
に

ご
活
躍
を
お
願
い
す
る
こ
と

に
な
る
。

　
気
候
変
動
に
よ
り
世
界
中

で
災
害
が
多
発
し
て
い
る
。

当
フ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が
世

界
の
お
役
に
立
つ
こ
と
も
視

野
に
入
れ
た
い
。
国
民
参
加

型
人
道
支
援
外
交
の
展
開
で

あ
る
。
今
回
の
訪
問
先
で
あ
る
国

連
諸
機
関
で
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
こ
の
紙
面
を
借
り

で
感
謝
し
た
い
。
今
後
と
も

に
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
い
た
だ
け
れ
ば
望
外

の
喜
び
で
あ
る
。

（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
グ
ル
ー
フ
代
表
）

ン
グ
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

い
評
価
を
い
た
だ
い
た
。

山
が
国
内
の
大
規
模
災
害

支
援
拠
点
に
な
る
説
明
も
理

解
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
災
害
発
生
時
に
「
日
本
政

府
か
ら
の
要
請
が
必
要
」
と

の
前
提
で
今
後
の
協
力
体
制

を
話
し
あ
っ
た
。
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ

は
災
害
時
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
情
報
発
信
の
書
き
込
み
、

Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
は
難
民
救
援
医

療
に
関
与
し
て
い
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ

な
ど
の
紹
介
と
緊
急
支
援
物

資
の
提
供
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
は
認
定

緊
急
医
療
チ
ー
ム
の
紹
介
、

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｒ
（
７
年
前
に

Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ａ
か
ら
独
立
）
は
２

０
１
５
年
締
結
の
「
仙
台
枠

組
み
」
に
基
づ
く
、
災
害
を

前
提
と
し
た
弾
力
性
に
富
む

地
域
社
会
作
り
へ
の
支
援
で
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